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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

２
月
13
日
（
木
）
午
後
８
時
〜
午
後
10
時

会
場　

 

浪
切
ホ
ー
ル
（
岸
和
田
市
港
緑
町
１
‐
１
：
南
海
本

線
「
岸
和
田
」
駅
徒
歩
10
分
）

講
師　

 

大
前
政
利
氏
（
り
ん
く
う
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
歯
科

口
腔
外
科
部
長
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円　
　

定
員　

50
人

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区
、
泉
州
地
区
（
準
）

粘
膜
疾
患
と
疼
痛
・
神
経
疾
患
の
鑑
別
と
対
応

日
時　

２
月
16
日
（
日
）
午
後
２
時
〜
４
時

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

50
人

講
師　

桂
好
志
郎
氏
（
協
会
顧
問
社
労
士
）

会
費　

会
員
・
家
族
無
料　

未
入
会
者
各
１
万
円

※
『
医
院
経
営
と
雇
用
管
理
２
０
１
３
年
版
』
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

『
医
院
経
営
と
雇
用
管
理
２
０
１
３
年
版
』発
刊
記
念

知
っ
て
お
き
た
い
雇
用
管
理
の
基
礎
知
識

日
時　

２
月
16
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

村
上
旬
平
氏
（
大
阪
大
学
歯
学
部
附
属
病
院
障
害
者

歯
科
治
療
部
助
教
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

２
月
度
生
涯
研
修

知
っ
て
お
こ
う
！
考
え
よ
う
！
発
達
障
害　

安
心
で

き
る
歯
科
医
療
を
め
ざ
し
て

日
時　

２
月
22
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
午
後
７
時
半

会
場　

Ｏ
Ｍ
Ｍ
２
階
会
議
室　
　

定
員　

30
人

講
師　

北
村
強
志
氏
（
サ
ン
メ
デ
ィ
カ
ル
株
式
会
社
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

北
河
内
地
区
講
習
会

明
日
か
ら
使
え
る　

ス
ー
パ
ー
ボ
ン
ド
の
テ
ク
ニ
ッ

ク（
実
習
付
）

日
時　

２
月
15
日
（
土
）
午
後
３
時
〜
午
後
４
時
半

会
場　

 

御
堂
会
館
（
南
御
堂　

地
下
鉄
御
堂
筋
線
本
町
駅
⑧

⑬
出
口
南
へ
す
ぐ
）

会
費　

無
料

※
交
通
費
２
千
円
支
給
、
集
会
後
御
堂
筋
パ
レ
ー
ド

２
・
15　

近
畿
総
決
起
集
会

期
間　

 

２
月
26
日
（
水
）
〜
３
月
12
日
（
水
）（
但
し
、
日

曜
日
は
除
く
）

時
間
帯　

 

一
人
２
時
間　

①
10
時
〜　

②
13
時
〜　

15
時
〜

※
医
業
以
外
の
所
得
（
不
動
産
、
譲
渡
等
）
が
あ
る
場
合

は
、
予
約
時
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い

担
当　

協
会
顧
問
税
理
士
及
び
経
税
部

会
場　

保
険
医
会
館
３
Ｆ

費
用　

医
業
所
得
の
み
は
基
本
２
万
円

※
医
業
以
外
の
所
得
、
複
数
人
分
相
談
等
は
別
途
要

確
定
申
告
「
個
別
相
談
会
」
―
事
前
予
約
制
で
す

　

米
海
兵
隊
普
天
間
基
地
（
沖
縄
県
宜
野
湾

市
）
に
代
わ
る
辺
野
古
（
名
護
市
）
へ
の
新
基

地
建
設
が
最
大
の
争
点
に
な
っ
た
名
護
市
長
選

（
１
月
19
日
）
に
つ
い
て
、
沖
縄
県
保
険
医
協

会
の
仲
里
尚
実
氏
が
寄
稿
し
ま
し
た
。

基
地
に
頼
ら
な
い

　

名
護
市
長
選
は
、
普
天
間

基
地
の
名
護
市
辺
野
古
へ
の

移
設
に
断
固
Ｎ
Ｏ
の
稲
嶺
進

現
市
長
が
再
選
を
果
た
し
ま

し
た
。
前
回
は
１
５
８
８
票

の
僅
差
で
し
た
が
、
今
回
は

４
１
５
５
票
差
で
す
。
今
回

初
め
て
相
手
候
補
は
「
移
設

容
認
」
で
は
な
く
「
移
設
推

進
」
を
掲
げ
、
対
立
軸
が
極

め
て
鮮
明
に
な
り
ま
し
た
。

名
護
市
民
の
意
志
も
明
瞭
で

し
た
。

　

 

〝
県
外
移
設
〞
の
公
約
を

反
故
に
し
て
沖
縄
県
民
を
裏

切
り
、
辺
野
古
移
設
を
容
認

し
た
仲
井
真
知
事
を
名
護
市

民
は
許
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

知
事
は
選
挙
期
間
中
、
主
治

医
か
ら
「
退
院
後
一
か
月
の

安
静
療
養
」
を
告
げ
ら
れ
て

い
た
そ
う
で
す
が
、〝
小
走

り
〞
ま
で
し
て
辺
野
古
移
設

〝
推
進
〞
候
補
を
応
援
し
て

い
ま
し
た
。
今
か
ら
見
れ
ば

東
京
で
の
入
院
は
安
倍
首
相

と
の
密
談
の
隠
れ
蓑
だ
っ
た

の
で
は
と
も
疑
わ
れ
ま
す
。

自
ら
沖
縄
の
土
地
に
米
軍
基

地
建
設
を
受
け
入
れ
た
初
め

て
の
知
事
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
選
挙
で
特
筆
す
べ

き
は
沖
縄
戦
を
体
験
し
た
元

県
議
会
議
長
が
自
民
党
を
離

党
し
て
稲
嶺
市
長
を
応
援
し

た
こ
と
、
観
光
業
界
大
手
の

〝
か
り
ゆ
し
グ
ル
ー
プ
〞
Ｃ

Ｅ
Ｏ
が
「
キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ

ワ
ブ
を
撤
去
さ
せ
観
光
ホ
テ

ル
を
辺
野
古
に
造
っ
た
方
が

県
経
済
・
雇
用
に
寄
与
す

る
」
と
稲
嶺
候
補
の
決
起
大

会
で
支
持
の
声
を
上
げ
た
こ

と
で
す
。

闘
い
続
け
る

　

普
天
間
基
地
は
無
条
件
に

撤
去
す
べ
き
も
の
で
あ
っ

て
、
沖
縄
の
ど
こ
に
も
本
土

に
も
移
設
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
沖
縄
は
今
、
日

米
両
政
府
の
「
軍
事
植
民

地
」
状
態
に
あ
り
ま
す
。
権

力
者
に
よ
る
植
民
地
支
配
の

常
と
う
手
段
は
、
飴
と
鞭
で

住
民
を
分
断
す
る
こ
と
で

す
。
ど
の
県
に
も
国
か
ら
の

交
付
金
が
あ
り
ま
す
が
、
沖

縄
だ
け
が
米
軍
基
地
押
し
つ

け
と
リ
ン
ク
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
ん
な
差
別
は
許
さ
れ

ま
せ
ん
。

　

政
府
は
形
勢
不
利
と
見
た

投
票
日
前
か
ら
、「
辺
野
古

移
設
は
国
が
決
め
る
こ
と
」

と
、
名
護
市
民
の
意
見
な
ど

無
視
す
る
ぞ
と
、
こ
の
国
の

民
主
主
義
を
否
定
す
る
ア
ナ

　

名
護
市
長
選
投
票
日
２
週

間
前
に
、
大
阪
府
歯
科
保
険

医
協
会
か
ら
「
名
護
市
長
選

挙
の
支
援
で
で
き
る
こ
と
は

な
い
か
」
と
の
連
絡
が
沖
縄

協
会
事
務
局
に
あ
り
ま
し

た
。
私
は
大
変
恥
ず
か
し
い

思
い
を
し
ま
し
た
。
名
護
の

選
挙
を
「
時
の
政
府
と
対
峙

し
、
沖
縄
へ
の
基
地
の
押
し

つ
け
と
差
別
」
を
拒
否
す
る

も
の
で
あ
り
、
沖
縄
だ
け
で

ウ
ン
ス
を
し
ま
し
た
。
今
後

機
動
隊
も
投
入
し
た
移
設
作

業
の
強
行
と
流
血
も
予
想
さ

れ
ま
す
。
普
天
間
基
地
撤
去

と
秘
密
保
護
法
廃
案
の
闘
い

は
ま
さ
に
こ
れ
か
ら
で
す
。

情
勢
が
沖
縄
に
休
息
を
与
え

な
い
の
な
ら
、
闘
い
続
け
る

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

な
く
、
全
国
の
問
題
で
あ
る

…
と
認
識
し
て
い
た
私
自
身

が
、
全
国
の
有
志
・
同
志
に

呼
び
か
け
る
の
を
忘
れ
て
い

た
か
ら
で
す
。

　

常
に
沖
縄
県
民
の
目
線
で

見
て
み
よ
う
と
考
え
る
大
阪

歯
科
、
医
科
協
会
の
皆
様
に

励
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後

も
連
帯
の
絆
を
強
く
し
て
い

き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

名護市長選　稲嶺氏大勝

仲
里　

尚
実

沖
縄
県
保
険
医
協
会
会
長

大
阪
歯
科
協
会
・
有
志
に
感
謝

普
天
間

基　

地 

無
条
件
撤
去
迫
る
沖
縄
の
意
志

特
別
寄
稿

吹
田
市
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
入
口

に
あ
る
「
旧
海
軍
山
田
倉
庫
跡
地
」
の
銘

鈑
（
上
）、
辰
巳
経
世
記
念
「
婦
人
の
家
」

の
碑
（
左
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

旧
海
軍
山
田
倉
庫
跡
地

大阪の大阪の
戦跡

大阪の
戦跡

⑭機関紙協会大阪機関紙協会大阪
坂手崇保坂手崇保

　

去
年
12
月
の
初
め
に
気
に

な
る
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
た
。

サ
ッ
カ
ー
Ｊ
１
の
ガ
ン
バ
大

阪
の
新
し
い
ス
タ
ジ
ア
ム
の

建
設
工
事
が
始
ま
っ
た
と
い

う
の
だ
。
そ
の
ニ
ュ
ー
ス
の

中
で
「
予
定
地
の
地
下
に
旧

日
本
海
軍
の
弾
薬
庫
の
跡
が

見
つ
か
り
、
そ
れ
を
埋
め
戻

す
作
業
が
加
わ
っ
た
」
と
報

じ
ら
れ
た
。

　

万
博
公
園
の
東
側
、
東
口

駐
車
場
に
隣
接
し
て
吹
田
市

資
源
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

が
あ
る
。
そ
の
入
口
に
「
旧

海
軍
山
田
倉
庫
跡
地
」
の
銘

鈑
が
設
置
さ
れ
「
恒
久
平
和

の
誓
い
」
を
宣
言
し
て
い

る
。

　

１
９
４
３
年
（
昭
和
18

年
）
ご
ろ
か
ら
万
博
公
園
南

駐
車
場
付
近
の
谷
間
で
、
海

軍
山
田
地
下
弾
薬
庫
の
建
設

工
事
が
始
ま
っ
た
。
総
延
長

１
０
０
０
㍍
に
及
ぶ
コ
ン
ク

リ
ー
ト
で
固
め
ら
れ
た
４
本

の
ト
ン
ネ
ル
が
建
設
さ
れ
、

敗
戦
時
に
は
爆
弾
な
ど
４
０

０
㌧
か
ら
５
０
０
㌧
を
貯
蔵

し
て
い
た
。

　

戦
後
、
連
合
国
に
よ
っ

て
、
大
型
の
爆
弾
は
大
阪
湾

に
投
棄
さ
れ
た
が
、
機
銃
弾

等
は
近
く
の
谷
間
で
爆
破
さ

れ
た
。
そ
の
際
、
衝
撃
で
付

近
の
住
宅
の
屋
根
や
窓
ガ
ラ

ス
が
破
壊
さ
れ
た
が
、
連
合

軍
は
賠
償
に
応
じ
な
か
っ

た
。
放
置
さ
れ
た
弾
薬
の
爆

発
に
よ
る
死
亡
事
故
も
起
こ

反
戦
の
経
済
学
者

　

阪
急
千
里
山
駅
前
に
、
日

本
の
街
で
は
珍
し
い
ロ
ー
タ

リ
ー
が
あ
る
。
千
里
山
住
宅

は
、
第
１
次
世
界
大
戦
中
の

産
業
拡
大
の
こ
ろ
、
中
流
階

級
に
「
理
想
的
田
園
都
市
」

を
提
供
す
る
と
し
て
内
務
省

っ
た
。
70
年
の

万
国
博
覧
会
の

と
き
谷
は
埋
め

ら
れ
た
が
、
そ

れ
が
四
十
数
年

ぶ
り
に
再
確
認

さ
れ
た
こ
と
に

な
る
。

の
肝
入
り
で
開
発
さ
れ
た
。

　

こ
の
住
宅
街
の
中
に
弾
圧

に
屈
す
る
こ
と
な
く
反
戦
抵

抗
を
貫
い
た
経
済
学
者
・
辰

巳
経
世
宅
跡
が
あ
る
（
千
里

山
西
５
丁
目
46
）。

　

辰
巳
経
世
は
１
８
９
９
年

（
明
治
32
年
）
生
ま
れ
、
苦

学
し
て
関
西
大
学
を
卒
業
し

23
年
（
大
正
12
年
）
関
大
専

門
部
専
任
講
師
に
就
任
し
、

翌
年
、
第
二
商
業
学
校
の
教

諭
を
兼
任
し
た
。
昭
和
恐
慌

の
吹
き
荒
れ
る
30
年
（
昭
和

５
年
）、
専
門
部
、
二
商
の

学
生
が
学
費
値
上
げ
・
大
学

部
と
の
差
別
待
遇
改
善
な
ど

の
要
求
を
掲
げ
て
ス
ト
ラ
イ

キ
を
起
こ
し
た
。
こ
れ
を
辰

巳
が
扇
動
し
た
と
し
て
講
師

を
解
任
さ
れ
大
学
を
追
わ
れ

た
。

　

辰
巳
は
日
本
の
大
学
で
最

初
に
マ
ル
ク
ス
の
『
資
本

論
』
を
教
え
た
と
言
わ
れ
、

大
学
を
追
わ
れ
た
後
も
『
資

本
論
読
本
』
を
著
し
て
い

る
。
彼
の
影
響
を
受
け
た
青

年
活
動
家
た
ち
が
反
戦
・
反

軍
運
動
を
展
開
し
た
。

　

婦
人
問
題
に
も
理
解
が
深

く
「
婦
人
が
変
わ
ら
な
け
れ

ば
社
会
の
変
革
は
な
い
」
が

口
癖
だ
っ
た
と
い
う
。
現

在
、
家
は
取
り
壊
さ
れ
た
が

辰
巳
経
世
記
念
「
婦
人
の

家
」
の
碑
が
残
っ
て
い
る
。

碑
に
は
「
妻
と
し
て
、
友
な

る
ち
ゑ
氏
は
、
そ
の
遺
志
を

記
念
し
、
こ
の
家
を
〝
婦
人

の
家
〞
と
し
て
贈
ら
る
」
と

記
さ
れ
て
い
る
。

40
年
ぶ
り
に
現
れ
た
地
下
弾
薬
庫
跡

千里山千里山

辰巳経世記念
「婦人の家」碑
辰巳経世記念
「婦人の家」碑

「旧海軍
山田倉庫
跡地」碑

「旧海軍
山田倉庫
跡地」碑

南千里南千里

阪
急
千
里
線

阪
急
千
里
線

阪
急
京
都
線

阪
急
京
都
線

中央環状線中央環状線

名
神
高
速
道
路

名
神
高
速
道
路

北
大
阪
急
行
南
北
線

北
大
阪
急
行
南
北
線

桃山台桃山台

千里中央千里中央

山田山田

公園東口公園東口

摂津市摂津市

千里丘千里丘

万博記念
公園
万博記念
公園


